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(57)【要約】
【課題】包装用容器、特に、内部包装用容器と外部包装
容器とを有する瓶類の包装用容器において、縦長形状の
包装用容器を立てた状態で、瓶類の収納又は取り出しの
少なくとも一方を容易に行うことができる包装用容器を
提供することを目的とする。
【解決手段】内部包装用容器と外部包装用容器を備えた
包装用容器であって、前記内部包装用容器は、収納物の
収納又は取り出しの少なくとも一方において開閉可能な
開閉収納体を有し、該開閉収納体が開かれた際に、該開
閉収納体の開く範囲が制限されることを特徴とする。
【選択図】　図１６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部包装用容器と外部包装用容器を備えた包装用容器であって、
　前記内部包装用容器は、収納物の収納又は取り出しの少なくとも一方において開閉可能
な開閉収納体を有し、
　該開閉収納体が開かれた際に、該開閉収納体の開く範囲が制限される
ことを特徴とする包装用容器。
【請求項２】
　前記外部包装用容器は、キャンドルスリーブとして形成されていることを特徴とする請
求項１に記載の包装用容器。
【請求項３】
　前記内部包装用容器の底部に、前記開閉収納体の開く範囲を制限する制限手段を備える
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の包装用容器。
【請求項４】
　前記制限手段は、傾斜された辺を有するフラップを備え、
　前記フラップを前記開閉収納体に装着して、前記傾斜された辺と前記開閉収納体とが係
合して該開閉収納体の開く範囲を制限する
ことを特徴とする請求項３に記載の包装用容器。
【請求項５】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開角度である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項６】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の回動する量である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項７】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開く位置である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項８】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開く距離である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項９】
　前記開閉収納体は、対向して配置される一対の第１及び第２の開閉収納体で構成される
ことを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれかに記載の包装用容器。
【請求項１０】
　前記開閉収納体の上部に、前記収納物の頂部保護手段を備えている
ことを特徴とする請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項１１】
　前記内部包装用容器は、頂部に上蓋部と、底部に台座部とを備え、
　前記上蓋部は、前記開閉収納体を係止して、該開閉収納体の閉じた状態を維持し、
　前記台座部は、前記内部包装用容器の底部に嵌装されて、前記収納物の底部を保護する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項１０のいずれか１項に記載の包装用容器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包装用容器に関し、特に、瓶類の包装用容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、清酒、ワイン、ウィスキー、焼酎、ジュース等の飲料水が入った瓶類の包装用容
器としては、包装用容器を使用しないときは、該包装用容器を扁平形状に展開し、複数枚
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数が積層されて保管され、使用時には、個々の包装用容器を所定の方法により立体箱形状
に組み立てるものがある。この包装用容器は、それぞれの瓶の大きさや形状に合わせて、
専用の形状をなしているものもあり、また、贈答用に使用される包装用容器は、箱の外周
面に化粧を施されたものもある。包装用容器の素材は、コートボール、段ボール等の紙が
一般的である（特許文献１，２参照。）。
【０００３】
　上記の包装用容器は、構造が単純なものは、例えば、落下等の衝撃に弱く、また、耐衝
撃性を考慮されたものであっても、あくまで、使用目的は、瓶類の包装用であるから、例
えば、清酒又はワインが入った瓶の包装用容器は、清酒又はワインが飲まれるとき、また
は、清酒又はワインを飲み終わった後は、廃棄されてしまうか、小物入れ用として利用さ
れる。なお、瓶とともに包装用容器も記念あるいは思い出のもの等として保管されること
もある。
【０００４】
　ところで、一般的に、レストラン等で飲食するときに、飲食の雰囲気や美味しさをより
高めるために、室内の照明を暗くして、キャンドルを灯し、幻想的空間、ロマンティック
な空間等、様々な演出がなされていることが多い。このとき、キャンドルスリーブやキャ
ンドルホルダーにより、キャンドルの炎を利用した演出もなされている（特許文献３参照
。）。このような演出は、レストラン以外の様々な飲食店、結婚披露宴、パーティー、あ
るいは、一般家庭でも、行われている。
【０００５】
　通常、一般家庭においては、キャンドルスリーブやキャンドルホルダーは、清酒又はワ
イン等のアルコール飲料とは別々に購入する必要がある。しかしながら、アルコール飲料
の販売箇所とキャンドルスリーブの販売箇所は、それぞれの販売店舗が相当離隔していた
り、大型店舗のように同一の店舗であってもそれぞれの売り場が相当離隔していたりして
、移動距離が長く、購入するのに不便である。
　そこで、本発明者は、瓶に入った飲料、特にアルコール飲料をキャンドルスリーブの演
出効果を楽しみながら飲むときに、キャンドルスリーブと瓶とを別々に購入する不便さを
解消するために、瓶の包装用容器の一部がキャンドルスリーブとして形成され、該包装用
容器の一部をキャンドルスリーブとして使用した際に、顕著な演出効果を発揮することが
できる包装用容器を考案した（特許文献４参照。）。
【０００６】
　ここで、上記の特許文献４に記載の包装用容器は、縦長の該包装容器を横にした状態（
瓶を横にした状態）で瓶の収納・取り出しを行うものであり、収納・取り出し口が広く形
成されており、また、瓶胴部係止片を設けて瓶の転がりを防止しているので、瓶の収納・
取り出しを安全かつ容易に行うことができる。
【０００７】
　一方、上記の特許文献１の図１～図８に記載の「包装用紙箱」は、縦長形状の該「包装
用紙箱」を立てた状態で「蓋部１９」を用いて、また、特許文献２に記載の「瓶用容器」
においては、縦長形状の該「瓶用容器」を立てた状態で「瓶用容器１の口」を用いて、そ
れぞれ、瓶の収納・取り出しを行うものと推量されるが、縦長形状の容器の上部に形成さ
れた「蓋部１９」、「瓶用容器１の口」の開口部が狭いので、瓶の収納・取り出しが不便
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－２８４０６７号公報
【特許文献２】登録実用新案第３０５８１５４号公報
【特許文献３】登録実用新案第３０６６６９７号公報
【特許文献４】登録実用新案第３１９６４０９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　このため、本発明は、包装用容器、特に、内部包装用容器と外部包装容器とを有する瓶
類の包装用容器において、縦長形状の包装用容器を立てた状態で、瓶類の収納又は取り出
しの少なくとも一方を容易に行うことができる包装用容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、本発明の包装用容器は、内部包装用容器と外部包装用容器
を備えた包装用容器であって、前記内部包装用容器は、収納物の収納又は取り出しの少な
くとも一方において開閉可能な開閉収納体を有し、該開閉収納体が開かれた際に、該開閉
収納体の開く範囲が制限されることを第１の特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の包装用容器は、前記外部包装用容器は、キャンドルスリーブとして形成
されていることを第２の特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の包装用容器は、前記内部包装用容器の底部に、前記開閉収納体の開く範
囲を制限する制限手段を備える
ことを第３の特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の包装用容器は、前記制限手段が、傾斜された辺を有するフラップを備え
、　前記フラップを前記開閉収納体に装着して、前記傾斜された辺と前記開閉収納体とが
係合して該開閉収納体の開く範囲を制限することを第４の特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開角度で
あることを第５の特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の回動する
量であることを第６の特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開く位置
であることを第７の特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開く距離
であることを第８の特徴とする。
【００１８】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体が、対向して配置される一対の第１及び
第２の開閉収納体で構成されることを第９の特徴とする。
【００１９】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体の上部に、前記収納物の頂部保護手段を
備えていることを第１０の特徴とする。
【００２０】
　また、本発明の包装用容器は、頂部に上蓋部と、底部に台座部とを備え、前記上蓋部は
、前記開閉収納体を係止して、該開閉収納体の閉じた状態を維持し、前記台座部は、前記
内部包装用容器の底部に嵌装されて、前記収納物の底部を保護することを第１１の特徴と
する。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、開閉収納体を備えた包装用容器が、縦長形状の該包装用容器を立てた
状態で瓶類の収納又は取り出しの少なくとも一方を行うために前記開閉収納体を開いた際
に、該開閉収納体が所定の範囲以上に開くことが制限されるように形成されているので、
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前記包装用容器を立てた状態で、瓶類の収納又は取り出しの少なくとも一方を容易に行う
ことができる。
【００２２】
　また、本発明によれば、包装用容器の一部がキャンドルスリーブとして形成され、該包
装用容器の一部をキャンドルスリーブとして使用することで、顕著な演出効果を発揮する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態における内部包装用容器の左開閉収納体の展開図である。
【図２】本発明の一実施形態における内部包装用容器の右開閉収納体の展開図である。
【図３】本発明の一実施形態における内部包装用容器の底部の展開図である。
【図４】本発明の一実施形態における内部包装用容器の上蓋部の展開図である。
【図５】本発明の一実施形態における内部包装用容器の台座部の展開図である。
【図６】本発明の一実施形態における内部包装用容器の台座補助部の展開図である。
【図７】本発明の一実施形態における外部包装用容器の展開図である。
【図８】本発明の一実施形態における左開閉収納体を組み立てた状態を示す斜視図である
。
【図９】本発明の一実施形態における底部を組み立てた状態を示す斜視図である。
【図１０】本発明の一実施形態における左開閉収納体に底部を装着して組み立てた状態を
示す斜視図である。
【図１１】本発明の一実施形態における内部包装用容器本体を組み立てた状態を示す斜視
図である。
【図１２】本発明の一実施形態における上蓋部を組み立てた状態を示す斜視図である。
【図１３】本発明の一実施形態における台座部に補助台座を着設して組み立てた状態を示
す斜視図である。
【図１４】本発明の一実施形態における包装用容器を組み立てた状態を示す斜視図である
。
【図１５】本発明の一実施形態における包装用容器を半開にした状態を示す斜視図である
。
【図１６】本発明の一実施形態における包装用容器を全開にした状態を示す斜視図である
。
【図１７】本発明の一実施形態における包装用容器を全開にした状態を示す正面図である
。
【図１８】本発明の一実施形態における包装用容器の開く範囲の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、好適な実施の形態を用いて本発明をさらに具体的に説明する。但し、下記の実施
形態は本発明を具現化した例に過ぎず、本発明はこれに限定されるものではない。
【００２５】
　本発明の包装用容器１は、内部包装用容器２と外部包装用容器３を備えている。さらに
、内部包装用容器２は、左開閉収納体１０と右開閉収納体２０と底部３０を備えた内部包
装容器本体２ａと、上蓋部４０と、台座部５０を備えている。また、台座部５０には、収
納する瓶類の異なる高さに対応するために、高さ調整用の台座補助部６０が設けられてい
る。本実施形態においては、内部包装用容器２は全ての構成部品が和紙で形成され、外部
包装用容器３はポリエチレンテレフタラートで形成されているが、必要に応じて適宜素材
を変更してもよい。なお、各図に矢印で示した上、下、左、右の方向は、各図毎の説明を
行うために便宜上設けたものである。
【００２６】
　図１に、本発明の一実施形態における左開閉収納体１０の展開図を示す。図２に、本発
明の一実施形態における右開閉収納体２０の展開図を示す。図３に、本発明の一実施形態
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における底部３０の展開図を示す。図２の右開閉収納体２０は、組み立てられて図１の左
開閉収納体１０と対向して配置されるものであり、図１の左開閉収納体１０と同一構成、
同一機能であるため、図２の説明は省略する。図２の構成部品の符号も図１の符号と同一
とした。
【００２７】
　図１に示すように、左開閉収納体１０は一枚のブランクを折り畳んで組み立て可能なよ
うに形成されている。左開閉収納体１０は、上側から順に、瓶口保護部１１、側壁部１２
、底板１３が連設されて構成されている。側壁部１２には、左右にロック片１４，１４が
連設されている。収納した瓶類を保護するため、包装用容器１を組み立てるときに、左開
閉収納体１０の所定の構成部品を所定の折り線で折り曲げることによって、包装用容器１
は二重壁を形成するように構成されている。なお、折り線を、山折り線、又は、谷折り線
で表記するが、山折りとは折り目の線が外側になるように折ることであり、谷折りとは折
り目の線が内側に隠れてしまうように折ることであり、図では、一点鎖線で示している。
【００２８】
　瓶口保護部１１は、包装用容器１に瓶類を収納したときに、瓶類の口部を外部の衝撃か
ら保護するためのものであり、左開閉収納体１０の上部に形成されている。側壁部１２は
、包装用容器１に瓶類を収納したときに、瓶類の胴部を外部の衝撃から保護するためのも
のであり、瓶口保護部１１の下方に連設されて形成されている。底板１３は、底部３０と
の連結のため、側壁部１２の下方に連設されて形成されている。上述したように、収納し
た瓶類の口部、胴部は、左開閉収納体１０で保護されるが、瓶類の底部は、後述する台座
部５０、台座補助部６０で保護される。
【００２９】
　瓶口保護部１１は、上側から順に、矩形の係合片１１ａと、略逆凹字形の瓶口保護下面
１１ｂと、略凹字形の瓶口保護前面１１ｃと、略矩形の瓶口保護上面１１ｄとが、それぞ
れ、山折り線１１１ａ，谷折り線１１１ｂ，山折り線１１１ｃを介して連設されている。
瓶口保護下面１１ｂの左右辺の一部には切欠部が形成されている。また、瓶口保護前面１
１ｃの左右には、谷折り線１１１ｄ，１１１ｄを介して、差込舌片１１ｅ，１１ｅが連設
され、瓶口保護上面１１ｄの下辺部には凸片１１ｆが形成されている。瓶口保護上面１１
ｄの下辺部の左右に山折り線１１１ｊ，１１１ｊを形成し、下方に側壁部１２が連設され
ている。
【００３０】
　なお、各折り線には、折曲がりやすいように折り目が付けられているが、例えば、折り
線が長く折れ曲がりにくい個所等は、必要に応じて、折り線の一部又は全部に、例えば、
ミシン目状の切込を設けて、折れ曲がり易いように形成されている。
【００３１】
　ここで、各図形においては、図の上下方向を「長さ」、図の左右方向を「幅」と定義す
れば、係合片１１ａと瓶口保護下面１１ｂの上部と瓶口保護上面１１ｄとは、それぞれ、
同じに幅に形成され、瓶口保護下面１１ｂと瓶口保護上面１１ｄとは、同じに長さ形成さ
れている。瓶口保護下面１１ｂの下部と瓶口保護前面１１ｃの幅は、ブランクの厚さ分、
係合片１１ａの長さよりも短く形成されている。なお、折り線、辺等については、上下・
左右方向に関係なく、「長さ」を用いることにする。
【００３２】
　また、瓶口保護下面１１ｂと瓶口保護前面１１ｃとに跨がる領域には、矩形状の瓶口嵌
合部１１ｇが形成されており、この瓶口嵌合部１１ｇの上下辺には、谷折り線１１１ｆ，
１１１ｈが形成され、略中央部には、山折り線１１１ｇが形成され、左右辺に切込１１１
ｉ，１１１ｉが切り込まれて形成されており、この瓶口嵌合部１１ｇは、左開閉収納体１
０を組み立てたときに、谷折り線１１１ｆ，１１１ｈ、山折り線１１１ｇ、切込１１１ｉ
，１１１ｉによって、収納された瓶の瓶口が嵌合可能な凹み部を形成して、瓶口を保護す
ることができる。
【００３３】
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　瓶口保護部１１は、左開閉収納体１０を組み立てたときに、凹み部（瓶口嵌合部１１ｇ
）を有する箱体に形成され、瓶口保護上面１１ｄがこの箱体の上面を形成し、瓶口保護下
面１１ｂが下面を形成し、瓶口保護前面１１ｃが前面を形成し、差込舌片１１ｅ，１１ｅ
が側面を形成する。なお、箱体の背面は、側壁部１２の一部である頂部前側内壁１２ａ，
頂部外側内壁１２ｂ，１２ｂによって形成される。
【００３４】
　側壁部１２は、左開閉収納体１０が組み立てられたときに、左側、背面側、右側の３方
向の側壁を形成する。側壁は、全て内壁と外壁とを備えた二重壁である。
　瓶口保護部１１の瓶口保護上面１１ｄの下側には、左右の山折り線１１１ｊ，１１１ｊ
を介して略矩形の頂部前側内壁１２ａが連設され、頂部前側内壁１２ａの左右には谷折線
１１２ａ，１１２ａを介して矩形の頂部外側内壁１２ｂ，１２ｂが連設されている。左右
の山折り線１１１ｊ，１１１ｊの間には、瓶口保護上面１１ｄ側に向けて凸状の切込を設
け、凸片１１ｆが形成されている。ここで、「外側」とは、「左側」と「右側」を総称し
て表している。
【００３５】
　左右の頂部外側内壁１２ｂ，１２ｂ、頂部前側内壁１２ａの下側には、それぞれ、谷折
り線１１２ｂ，１１２ｂ，１１２ｃを介して、略矩形の外側外壁１２ｃ，１２ｃ，前側外
壁１２ｄが連設されている。外側外壁１２ｃ，１２ｃの下端縁１１２ｅ，１１２ｅは、外
側から内側に向けて、それぞれ下方に傾斜するように形成されている。外側外壁１２ｃ，
１２ｃは、谷折り線１１２ｄ，１１２ｄを介して前側外壁１２ｄに連設されている。外側
外壁１２ｃ，１２ｃ，前側外壁１２ｄの長さは、収納する瓶等の高さを考慮して設定され
ている。外側外壁１２ｃ，１２ｃ，前側外壁１２ｄの幅は、収納する瓶等の胴径を考慮し
て設定されている。但し、左開閉収納体１０と右開閉収納体２０とで、一対の開閉収納体
を構成するので、外側外壁１２ｃ，１２ｃそれぞれの幅は、前側外壁１２ｄの幅の半分程
度でよい。外側外壁１２ｃ，１２ｃそれぞれの幅は同じである。
【００３６】
　外側外壁１２ｃ，１２ｃの左右には、谷折り線１１２ｇ，１１２ｇを介して、矩形の差
込空間形成壁１２ｆ，１２ｆが形成されている。差込空間形成壁１２ｆ，１２ｆの上端の
位置は、頂部外側内壁１２ｂ，１２ｂの上端の位置から、頂部外側内壁１２ｂ，１２ｂの
長さの２倍分下側に形成されている。つまり、左開閉収納体１０を組み立てるときに、谷
折り線１１２ｂ，１１２ｂ，１１２ｃに沿って、頂部外側内壁１２ｂ，１２ｂ，頂部前側
内壁１２ａを折り曲げると、頂部外側内壁１２ｂ，１２ｂの上端位置と、差込空間形成壁
１２ｆ，１２ｆの上端の位置が一致するように形成されている。差込空間形成壁１２ｆ，
１２ｆの幅は、ブランクの厚さと略同じであり、後述する底部３０の左右開角度制限片３
３，３４が差込可能な幅に形成されている。
【００３７】
　差込空間形成壁１２ｆ，１２ｆの左右には、谷折り線１１２ｈ，１１２ｈを介して、略
矩形の外側内壁１２ｇ，１２ｇが連設されている。外側内壁１２ｇ，１２ｇの上部には、
切欠部１２ｈ，１２ｈが形成されている。この切欠部１２ｈ，１２ｈは、左開閉収納体１
０を組み立てたときに、瓶口保護部１１の係合片１１ａの左右端及び瓶口保護下面１１ｂ
の左右端が嵌合されるように形成されている。また、外側外壁１２ｃ，１２ｃが二重壁の
外壁を構成し、外側内壁１２ｇ，１２ｇが二重壁の内壁を構成するように形成されている
。
【００３８】
　外側内壁１２ｇ，１２ｇの左右には、山折り線１１２ｉ，１１２ｉ，１１２ｉ，１１２
ｉを介して、略矩形の前側内壁１２ｉ，１２ｉが連設されている。前側内壁１２ｉ，１２
ｉの幅は、それぞれ、前側外壁１２ｄの幅の半分の幅に設定されている。つまり、左開閉
収納体１０を組み立てたときに、前側外壁１２ｄが、二重壁の外壁を構成し、前側内壁１
２ｉ，１２ｉが、二重壁の内壁を構成するように形成されている。
【００３９】
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　左側の山折り線１１２ｉ，１１２ｉの間には、外側内壁１２ｇ側に向けて凸状の切込を
設け、凸片１２ｊが形成されている。この凸片１２ｊの幅は、差込空間形成壁１２ｆの幅
と略同一に形成され、左開閉収納体１０を組み立てたときに、凸片１２ｊの端部が、外側
外壁１２ｃ（外側外壁１２ｃの内側面）に当接することで、左開閉収納体１０が所定の折
り線で折り曲げられて組み立てられたときに、後述する底部３０の左開角度制限片３３が
差込まれるための差込空間部１２ｋが潰れないように構成されている。同様に、右側の山
折り線１１２ｉ，１１２ｉの間には、外側内壁１２ｇ側に向けて凸状の切込を設け、凸片
１２ｊが形成されている。この凸片１２ｊの幅は、差込空間形成壁１２ｆの幅と略同一に
形成され、左開閉収納体１０を組み立てたときに、凸片１２ｊの端部が、外側外壁１２ｃ
（外側外壁１２ｃの内側面）に当接することで、左開閉収納体１０が所定の折り線で折り
曲げられて組み立てられたときに、後述する底部３０の右開角度制限片３４が差込まれる
ための差込空間部１２ｋが潰れないように構成されている。
【００４０】
　外側内壁１２ｇ，１２ｇの上側には、山折り線１１２ｊ，１１２ｊを介して、ロック片
１４，１４が連設されている。ロック片１４，１４には、係止切込部１４ａ，１４ａが形
成されており、左開閉収納体１０を組み立てたときに、この係止切込部１４ａ，１４ａを
互いに噛み合わせて、ロック片１４，１４がロックされることで、左開閉収納体１０の上
部の強度を向上することができる。
【００４１】
　前側外壁１２ｄの下側には、谷折り線１１２ｆ，１１２ｆを介して、略矩形の底板１３
が形成されている。谷折り線１１２ｆ，１１２ｆの間には、底板１３に向けて凸状の切込
を設け、凸片１２ｅが形成されている。
【００４２】
　図２は、本発明の一実施形態における右開閉収納体２０の展開図であるが、前述したよ
うに、図１の左開閉収納体１０と図２の右開閉収納体２０とは、組み立てられたときに対
向した配置関係にあり、構成部品、機能は同一であるため、図２の説明は省略する。右開
閉収納体２０の構成部品の符号も左開閉収納体１０の構成部品の符号と同一とした。図１
の説明において、左開閉収納体１０を右開閉収納体２０と読み替えればよい。　
【００４３】
　図３は、本発明の一実施形態における底部３０の展開図である。底部３０の中央部には
、略正方形の底板３１が形成されている。底板３１の一辺の長さは、前述した底板１３の
一辺の長さの略２倍である。底板３１の左右中央部には山谷折り線１３１ａ，１３１ａを
介して、底板差込係止片３２，３２が連設されている。左側の底板差込係止片３２は、上
下端部に突出した爪部３２ａ，３２ａを備えた舌片形状をなしている。左開閉収納体１０
の組み立て時には、谷折り線１１２ｆ，１１２ｆに沿って谷折りして、底板１３と凸片１
２ｅとの間に形成される差込孔１３ａ（図８参照。）に、底板差込係止片３２を差し込む
が、凸片１２ｅの幅と谷折り線１３１ａの長さが略同じに形成されている、つまり、底板
差込係止片３２は、爪部３２ａ，３２ａの分だけ、差込孔１３ａよりも拡径されているの
で、底板差込係止片３２を差込孔１３ａに差し込むときは、爪部３２ａ，３２ａを強制的
に差し込むことで、差し込み後は、爪部３２ａ，３２ａが差込孔１３ａに係止される。右
側の底板差込係止片３２も、同様に、右開閉収納体２０の組み立て時に、底板１３と凸片
１２ｅとの間に形成される差込孔１３ａに底板差込係止片３２，３２の爪部３２ａ，３２
ａを係止させることができ、このようにして、底板３０により左右開閉収納体１０，２０
の底部を閉塞することができる。
【００４４】
　底板３１には、まず、下辺の谷折り線１３１ｂを介して、底板３１の下側左右に左開角
度制限片３３，右開角度制限辺３４が連設されている。左開角度制限片３３は、左辺１３
３ａが垂直で右辺１３３ｂが傾斜し、下底が上底よりも短い略台形状のフラップであり、
右開角度制限片３４は、左辺１３４ｂが傾斜し右辺１３４ａが垂直で、下底が上底よりも
短い略台形状のフラップである。つまり、右開角度制限片３４は、底部３０の上下方向中



(9) JP 2016-204002 A 2016.12.8

10

20

30

40

50

心線（不図示）を基準に、左開角度制限片３３をミラー反転した形状をなす。左開角度制
限片３３と右開角度制限片３４とは、それぞれの上部が連設されている。
　なお、符号３３，３４は、左開角度制限片，右開角度制限片という名称にしているが、
左回動量制限片，右回動量制限片、又は、左位置制限片，右位置制限片、あるいは、左距
離制限片，右距離制限片という名称にしてもよい。
【００４５】
　底板３１上側の左開角度制限片３３，右開角度制限片３４は、それぞれ、下側の左開角
度制限片３３，右開角度制限片３４を、底部３０の左右方向中心線（不図示）を基準にミ
ラー反転したものであり、同一構成であるので、説明を省略する。
【００４６】
　図４に、本発明の一実施形態における内部包装用容器２の上蓋部４０の展開図を示す。
上蓋部４０は、中心部に円形の開口部４１ａが開口された略正方形の上面４１を有し、上
面４１の左右辺、上下辺に設けられた山折り線１４１ａ，１４１ａ，１４１ｂ，１４１ｂ
を介して、左側面４２，右側面４３，前側面４４，後側面４５が連設されている。開口部
４１ａの内径は、人の指が入る程度の大きさがあればよい。左側面４２の上下には、山折
り線１４２ａ，１４２ａを介して、左側面フラップ４２ａ，４２ａが連設され、右側面４
３の上下には、山折り線１４３ａ，１４３ａを介して右側面フラップ４３ａ，４３ａが連
設され、前側面４４の下側には、山折り線１４４ａを介して前側面差込片４４ａが連設さ
れ、後側面４５の上側には、山折り線１４５ａを介して、後側面差込片４５ａが連設され
ている。
【００４７】
　さらに、左側面４２の左側には、山折り線１４２ｂ，１４２ｂを介して、下面４６が連
設され、山折り線１４２ｂと１４２ｂの間には、下面４６側に向けて舌片状の係止片４２
ｂが形成されている。下面４６の左側には、山折り線１４６ａ，１４６ａを介して、下面
差込片４６ｂが連設され、山折り線１４６ａと１４６ａとの間には、下面４６側に向けて
舌片状の係止片４６ａが形成されている。係止片４２ｂと係止片４６ａは、同一形状の舌
片であってよい。
【００４８】
　図５は、本発明の一実施形態における内部包装用容器２の台座部５０の展開図である。
台座部５０は、上蓋部４０とほぼ同様の構成をなしている。台座部５０は、略円形の開口
部５１ａが開口された略正方形の上面５１を有し、上面５１の左右辺、上下辺に設けられ
た山折り線１５１ａ，１５１ａ，１５１ｂ，１５１ｂを介して、左側面５２，右側面５３
，前側面５４，後側面５５が連設されている。開口部５１ａの上下端のヒンジ部５７，５
７には、弦が開口部５１ａの内径よりも短い部分円形状のフラップ５１ｂ，５１ｂが形成
されている。開口部５１ａの内径は、収納する瓶等の胴径を考慮して形成されている。本
実施形態の台座部５０の底には、後述する台座補助部６０が着設されている。なお、台座
５０には、必要に応じて台座補助部６０を設けないでもよい。その際には、フラップ５１
ｂ、５１ｂは、半円形状にし、開口部５１ａの内径は、胴径に合わせて大きくする。この
ようにして異なるサイズの開孔部５１ａを有する複数の台座５０、異なる高さの側面を有
する複数の台座補助部６０を予め用意しておけば、１つの包装用容器１で、高さや胴回り
の異なる複数種類の瓶類に対応することができる。
【００４９】
　左側面５２の上下には、山折り線１５２ａ，１５２ａを介して、左側面フラップ５２ａ
，５２ａが連設され、右側面５３の上下には、山折り線１５３ａ，１５３ａを介して右側
面フラップ５３ａ，５３ａが連設され、前側面５４の下側には、山折り線１５４ａを介し
て前側面差込片５４ａが連設され、後側面５５の上側には、山折り線１５５ａを介して、
後側面差込片５５ａが連設されている。さらに、左側面５２の左側には、山折り線１５２
ｂを介して、下面５６が連設されている。下面５６の左側には、山折り線１５６ａを介し
て、下面差込片５６ａが連設されている。組み立てたときに、上蓋部４０は、開口部を有
する箱体に形成される。
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【００５０】
　図６は、本発明の一実施形態における内部包装用容器２の台座補助部６０の展開図であ
る。台座補助部６０は、略正方形の上面６１を有し、上面６１の左右辺、上下辺に設けら
れた山折り線１６１ａ，１６１ａ，１６１ｂ，１６１ｂを介して、左側面６２，右側面６
３，前側面６４，後側面６５が連設されている。前述したように、台座補助部６０は、台
座部５０内に着設され、収納される瓶類の高さ調整を行うことができる。
【００５１】
　図７は、本発明の一実施形態における外部包装用容器３の展開図である。外部包装用容
器３は、１枚の略矩形状に展開されており、左側端部には糊代部３ｂが形成され、糊代部
３ｂの右方向に４つの谷折り線３ｃで４つの等幅の側壁３ａが連設されている。外部包装
用容器３は、組み立てられるとき、糊代部３ｂが右側端部の側壁３ａと貼接され、中空の
正四角柱に形成される。組み立てられた後は、内部包装用容器２に被装されて用いられる
。
【００５２】
　また、外部包装用容器３は、キャンドルスリーブとしても用いられるため、側壁には、
半透明の所定の模様が施されている（不図示）。外部包装用容器３をキャンドルスリーブ
として用いるときは、外部包装容器３内にキャンドルをセットする。このとき、上蓋部４
０、台座部５０、台座補助部６０等のいずれかを、キャンドルスタンドとして用いてもよ
いし、専用のキャンドルスタンドを用いてもよい。側壁の模様を、雰囲気に応じて適宜変
えることで、様々な演出を効果的に行うことができる。本発明によれば、キャンドルスリ
ーブ内に置かれたキャンドルの炎から輻射された光が、キャンドルスリーブ側面に形成さ
れた半透明の模様を周囲に投影することで、ユーザの希望に応じた雰囲気を醸し出すこと
ができるので、例えば、前記半透明の模様を、日本の伝統文化を伝えることができるよう
な模様にして、その雰囲気を醸し出すことができる。
【００５３】
　次に、図８～図１４を用いて、本発明の一実施形態の包装用容器１の組み立てについて
説明する。図８は、本発明の一実施形態における左開閉収納体１０を組み立てた状態を示
す斜視図である。図９は、本発明の一実施形態における底部３０を組み立てた状態を示す
斜視図である。図１０は、本発明の一実施形態における左開閉収納体１０に底部３０を装
着して組み立てた状態を示す斜視図である。図１１は、本発明の一実施形態における左開
閉収納体１０と右開閉収納体２０に底部３０を装着して組み立てた状態を示す斜視図、つ
まり、内部包装用容器本体２ａを組み立てた状態を示す斜視図である。図１２は、本発明
の一実施形態における上蓋部４０を組み立てた状態を説明する斜視図である。図１３は、
本発明の一実施形態における台座部５０に台座補助部６０を着設して組み立てた状態を説
明する斜視図である。図１４は、本発明の一実施形態における包装用容器１を組み立てた
状態を示す斜視図である。
【００５４】
　図８に示すように、所定の折り線で折り曲げられて組み立てられた左開閉収納体１０は
、瓶類の収納及び取り出し部が開口された二重壁の箱体をなす。瓶口保護上面１１ｄと、
頂部前側内壁１２ａと、頂部外側内壁１２ｂ，１２ｂとで、上蓋部４０の半分を嵌装する
ための嵌装凹部１５ａを形成する。組み立てられた上蓋部４０の係止片４２ｂは、差込孔
１１ｊに差し込まれて、上蓋部４０の半分が、左開閉収納体１０に係止される。瓶口嵌合
部１１ｇは、収納される瓶の口部が嵌合されて、瓶口が固定され、外部の衝撃から瓶口が
保護されるように形成されている。外側外壁１２ｃ，１２ｃ，前側外壁１２ｄは、内部包
装容器２の外壁の半分をなす。外側外壁１２ｃと差込空間形成壁１２ｆと外側内壁１２ｇ
と凸片１２ｊとで、差込空間部１２ｋを形成している。なお、右開閉収納体２０は、内部
包装用容器本体２ａにおいて左開閉収納体１０と対をなす構成であり、組み立て方も同じ
であるので、説明は省略する。
【００５５】
　図９に示すように、底部３０は、所定の折り線で折り曲げられて、同一方向（図では、
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上方向。）に立設され、左右開閉収納体１０，２０に装着されて、内部包装用容器本体２
ａの底部を形成する。底部３０は、左右開閉収納体１０，２０が開かれた際に、左右開閉
収納体１０，２０の開く範囲を制限する手段であるが、詳細は、後述する。
【００５６】
　図１０に示すように、所定の折り線で折り曲げられて組み立てられた底部３０の左開角
度制限片３３，３３を、左開閉収納体１０の差込空間部１２ｋ，１２ｋに挿入する。この
とき、底部３０の底板差込係止片３２が、差込孔１３ａに差し込まれることによって、底
部３０の半分が左開閉収納体１０に係止される。
【００５７】
　図１１に示すように、所定の折り線で折り曲げられて組み立てられた底部３０の右開角
度制限片３４，３４を、右開閉収納体２０の差込空間部１２ｋ，１２ｋに挿入する。この
とき、底部３０の底板差込係止片３２が、差込孔１３ａに差し込まれることによって、底
部３０の残りの半分が右開閉収納体２０に係止される。左開閉収納体１０と右開閉収納体
２０とは、それぞれの差込空間形成壁１２ｆ，１２ｆが着接されるように構成される。こ
の状態は、左右開閉収納体１０，２０の閉じた状態あり、また、包装用容器本体２ａ，包
装容器２，包装用容器１の閉じた状態とも表現する。
【００５８】
　図１２に示すように、上蓋部４０は、所定の折り線で折り曲げられて組み立てられて、
箱体に形成される。開口部４１ａに指を掛止することで、上蓋部４０を、内部包装用容器
本体２ａに容易に着脱することができる。瓶類を収納した後、上蓋部４０を、左右開閉収
納体１０，２０の嵌装凹部１５ａ，１５ａで形成される嵌装凹部１５に嵌装するときに、
左右開閉収納体１０，２０の瓶口保護上面１１ｄと凸片１１ｆとで形成される差込孔１１
ｊに、係止片４２ｂ，４６ａが、それぞれ、差し込まれて係止されることで、左右開閉収
納体１０，２０の閉じた状態を維持することができる。
【００５９】
　図１３に示すように、台座部５０は、所定の折り線で折り曲げられて組み立てられ、略
円形の開口部５１ａが開口された箱体に形成される。台座部５０の開口部５１ａの内径は
、瓶の胴径に応じて形成されている。フラップ５１ｂ，５１ｂは、それぞれ、ヒンジ部５
７，５７を介して、回動可能である。台座部５０は、内部包装用容器本体２ａの底部に嵌
装され、さらに、収納される瓶類の底部分が台座部５０の開口部５１ａに嵌挿される。本
実施形態では、瓶の高さ調整のため、台座部５０の下面５６上に、所定の折り線で折り曲
げられて組み立てられた台座補助部６０が着設されているが、瓶の高さに応じて、台座補
助部６０を取り外してもよい。以上のように構成したので、収納された瓶の底部分は、外
部の衝撃から保護される。
【００６０】
　包装用容器１は、左右開閉収納体１０，２０と底部３０で構成された内部包装用容器本
体２ａの底部に、台座部５０と、必要に応じて台座補助部６０とが設けられ、頂部に上蓋
部４０が設けられてなる内部包装用容器２を外部包装用容器３が包装して、図１４に示す
ように構成される。本実施形態の包装用容器１は、縦長の包装用容器１を立てた状態で、
瓶の収納又は取り出しの少なくともいずれか一方を、容易に行うことができる。なお、本
実施形態の包装用容器１は、清酒又はワイン等の瓶類を収納した状態で、さらに風呂敷で
包装し、贈答用として用いることもできる。このとき、キャンドルスリーブとして使用す
る外部包装用容器３の側面の模様と、風呂敷の模様とを同じにするとよい。
【００６１】
　図１５～図１７は、包装用容器１に収納された瓶７を取り出すために、左右開閉収納体
１０，２０を開く様子を示したものである。まず、図１５は、包装用容器１の半開状態を
示し、外部包装用容器３と上蓋部４０が包装用容器１から取り外され、瓶７が左開閉収納
体１０に収納されたままで、右開閉収納体２０を完全に開いた状態を示す。左開閉収納体
１０は、底部３０が装着されて略直立しており、右開閉収納体２０は、所定の角度に傾倒
されている。
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【００６２】
　図１６は、包装用容器１の全開状態を示し、右開閉収納体２０に続き、左開閉収納体１
０も完全に開いた状態を示す。右開閉収納体２０と同様に、左開閉収納体１０も、所定の
角度に開かれて傾倒されている。通常は、この全開状態で、瓶７を包装用容器１から取り
出し、また、瓶７を包装用容器１に収納することができる。ここで、この包装用容器１の
全開状態で、左右の開閉収納体１０，２０の開いた角度、つまり、開角度は、この角度以
上に開くことが制限される。従って、収納された瓶７は、収納用容器１が立った状態（収
納された瓶７が立った状態）で、容易に取り出しを行うことができる。同様に、収納用容
器１が立った状態で、容易に瓶７の収納を行うことができる。
【００６３】
　図１７は、包装用容器１の全開状態を正面から見た図である。ここで、包装用容器１を
閉じた状態、つまり、左右開閉収納体１０，２０を閉じた状態では、差込空間形成壁１２
ｆ，１２ｆは、垂直方向に密接された状態にあり、収納された瓶７の垂直方向の中心線Ｃ
Ｌと略一致する。左開閉収納体１０を開いたときの、左開閉収納体１０（差込空間形成壁
１２ｆ）の、中心線ＣＬに対する角度を開角度θとすれば、左開閉収納体１０の全開状態
の開角度θは、底部３０の左開角度制限片３３の右辺１３３ｂの中心線ＣＬに対する傾斜
角度θ０と略等しくなるように設定されている。同様に、右開閉収納体２０（差込空間形
成壁１２ｆ）の全開状態の開角度θは、底部３０の右開角度制限片３４の左辺１３４ｂの
中心線ＣＬに対する傾斜角度θ０と略等しくなるように設定される。そして、左右開閉収
納体１０，２０（差込空間形成壁１２ｆ）は、開角度θ以上に開かれることが制限されて
いる。
【００６４】
　図１８は、開角度が制限される理由を説明する図である。図１８（ａ）は、包装用容器
１（左右開閉収納体１０，２０）を閉じた状態を示し、図１８（ｂ）は、包装用容器１が
、開かれる途中状態を示し、図１８（ｃ）は、包装用容器１の全開状態を示す。
【００６５】
　包装用容器１を閉じた状態では、左開角度制限片３３は、左開閉収納体１０の前側外壁
１２ｄと、外側外壁１２ｃと、外側内壁１２ｇとで形成される差込空間部１２ｋに差し込
まれている。また、右開角度制限片３４は、右開閉収納体２０の前側外壁１２ｄと、外側
外壁１２ｃと、差込空間形成壁１２ｆと、外側内壁１２ｇとで形成される差込空間部１２
ｋに差し込まれている。左開閉収納体１０を閉じた状態では、左開角度制限片３３の左辺
１３３ａと、前側外壁１２ｄ（「前側外壁１２ｄの内側面」）とは、密接されている方が
好ましいが、多少の隙間があってもよい。
【００６６】
　この状態では、左開角度制限片３３の右辺１３３ｂは、辺の下側から上側に行くほど、
差込空間形成壁１２ｆ（「差込空間形成壁１２ｆの内側面」。）から離隔している。同様
に、右開閉収納体２０を閉じた状態では、右開角度制限片３４の右辺１３４ａと、前側外
壁１２ｄ（「前側外壁１２ｄの内側面」）とは、密接されている方が好ましいが、多少の
隙間があってもよい。この状態では、右開角度制限片３４の左辺１３４ｂは、辺の下側か
ら上側に行くほど、差込空間形成壁１２ｆ（さらに詳しく言えば、「差込空間形成壁１２
ｆの内側面」。）から離隔している。
【００６７】
　この閉じた状態から、左右開閉収納体１０，２０を開いていくと、図１８（ｂ）に示す
ように、まず、左開閉収納体１０は、谷折り線１１２ｆを支軸として左方向に回動する。
そして、左開閉収納体１０の前側外壁１２ｄは、密接していた左開角度制限片３３の左辺
１３３ａから徐々に離隔していくが、差込空間形成壁１２ｆは、離隔していた上側部分が
、左開角度制限片３３の右辺１３３ｂに徐々に接近し、図１８（ｃ）に示すように、左開
閉収納体１０（差込空間形成壁１２ｆ）の開角度θが、左開角度制限片３３の右辺１３３
ｂの中心線ＣＬに対する傾斜角度θ０と略等しくなったときに、差込空間形成壁１２ｆが
右辺１３３ｂに当接し、回動が停止される。そして、この回動が停止したときの開角度θ
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以上に左開閉収納体１０が開くことが制限される。
【００６８】
　同様に右開閉収納体２０は、図１８（ｂ）に示すように、谷折り線１１２ｆを支軸とし
て右方向に回動する。そして、右開閉収納体２０の前側外壁１２ｄは、密接していた右開
角度制限片３４の右辺１３４ａから徐々に離隔していくが、差込空間形成壁１２ｆは、離
隔していた上側部分が、右開角度制限片３４の左辺１３４ｂに徐々に接近し、図１８（ｃ
）に示すように、右開閉収納体２０（差込空間形成壁１２ｆ）の開角度θが、右開角度制
限片３４の左辺１３４ｂの中心線ＣＬに対する傾斜角度θ０と略等しくなったときに、差
込空間形成壁１２ｆが左辺１３４ｂに当接し、回動が停止される。そして、この回動が停
止したときの開角度θ以上に右開閉収納体２０が開くことが制限される。
【００６９】
　上述した左右開閉収納体１０，２０（差込空間形成壁１２ｆ，１２ｆ）の開角度は、右
開閉収納体１０，２０（差込空間形成壁１２ｆ，１２ｆ）が、中心線ＣＬに対して回動す
る量（あるいは、回転する量）と表現を変えて言うこともできる。
【００７０】
　以上は、包装用容器１が開く範囲を、角度という観点で説明したが、以下のように、位
置という観点でも説明できる。
　左開閉収納体１０が、谷折り線１１２ｆを支軸として左廻りに回動したときに、「外側
外壁１２ｃの下端縁１１２ｅの長さ」と、「谷折り線１１２ｆから右辺１３３ｂまでの直
線距離」が等しくなった位置Ｐ１で、差込空間形成壁１２ｆ（差込空間形成壁１２ｆの内
側面）の下端部が右辺１３３ｂに当接し、回動が停止する（図１８（ｃ）参照。）。そし
て、この右辺１３３ｂの位置Ｐ１よりも上側に行くにしたがって、「谷折り線１１２ｆか
ら右辺１３３ｂまでの直線距離」は、「外側外壁１２ｃの下端縁１１２ｅの長さ」よりも
長くなるように形成されている、つまり、図示のように、右辺１３３ｂは、直線的に傾斜
して形成されているので、差込空間形成壁１２ｆと右辺１３３ｂとの当接する領域が長く
（広く）なることで、左開閉収納体１０は、位置Ｐ１以上に回動することが制限される。
【００７１】
　同様に、右開閉収納体２０が、谷折り線１１２ｆを支軸として右廻りに回動したときに
、「外側外壁１２ｃの下端縁１１２ｅの長さ」と、「谷折り線１１２ｆから左辺１３４ｂ
までの直線距離」が等しくなった位置Ｐ１で、差込空間形成壁１２ｆ（差込空間形成壁１
２ｆの内側面）の下端部が左辺１３４ｂに当接し、回動が停止する（図１８（ｃ）参照。
）。そして、この左辺１３４ｂの位置Ｐ１よりも上側に行くにしたがって、「谷折り線１
１２ｆから左辺１３４ｂまでの直線距離」は、「外側外壁１２ｃの下端縁１１２ｅの長さ
」よりも長くなるように形成されている、つまり、図示のように、右辺１３４ｂは、直線
的に傾斜して形成されているので、差込空間形成壁１２ｆと左辺１３４ｂとの当接する領
域が長く（広く）なることで、右開閉収納体２０は、位置Ｐ１以上に回動することが制限
される。
【００７２】
　左右開閉収納体１０，２０が閉じられた状態の、差込空間形成壁１２ｆ，１２ｆ（差込
空間形成壁１２ｆ，１２ｆそれぞれの内側面）の下端部の位置をＰ０とすれば、左右開閉
収納体１０，２０が開かれたときに、「位置Ｐ１－位置Ｐ０」の距離以上に左右開閉収納
体１０，２０が開かれることが制限される、という表現もできる。
【００７３】
　さらに、左右開閉収納体１０，２０（差込空間形成壁１２ｆ，１２ｆ）の開角度θ、回
動（回転）する量、位置Ｐ１、距離「Ｐ１－Ｐ０」を総称して、左右収納体１０，２０の
開く範囲ともいう。
【００７４】
　このように、本発明によれば、開閉収納体を備えた包装用容器が、該包装用容器を立て
た状態で瓶類の収納又は取り出しの少なくともいずれか一方を行うために、前記開閉収納
体を開いた際に、該開閉収納体が所定の範囲以上に開くことを制限されるように形成され
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ているので、前記包装用容器を立てた状態で、瓶類の収納又は取り出しの少なくともいず
れか一方を容易に行うことができる。
【符号の説明】
【００７５】
１　包装用容器、
２　内部包装用容器、
２ａ　内部包装用容器本体、
３　外部包装用容器、
３ａ　側壁、
３ｂ　糊代部、
３ｃ　谷折り線、
１０　左開閉収納体、
１１　瓶口保護部、
１１ａ　係合片、
１１ｂ　瓶口保護下面、
１１ｃ　瓶口保護前面、
１１ｄ　瓶口保護上面、
１１ｅ　差込舌片、
１１ｆ，１２ｅ，１２ｊ　凸片、
１１ｇ　瓶口嵌合部、
１１ｊ、１３ａ　差込孔、
１２　側壁部、
１２ａ　頂部前側内壁、
１２ｂ　頂部外側内壁、
１２ｃ　外側外壁、
１２ｄ　前側外壁、
１２ｆ　差込空間形成壁、
１２ｇ　外側内壁、
１２ｈ　切欠部、
１２ｉ　前側内壁、
１２ｋ　差込空間部、
１３，３１　底板、
１４　ロック片、
１４ａ　係止切込部、
１５，１５ａ　嵌装凹部、
２０　右開閉収納体、
３０　底部、
３２　底板差込係止片、
３２ａ　爪部、
３３　左開角度制限片３３、
３４　右開角度制限片３４、
４０　上蓋部、
４１，５１，６１　上面、
４１ａ，５１ａ　開口部、
４２，５２，６２　左側面、
４２ａ　左側面フラップ、
４２ｂ，４６ａ　係止片、
４３，５３，６３　右側面、
４３ａ　右側面フラップ、
４４，５４，６４　前側面、
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４４ａ　前側面差込片、
４５，５５，６５　後側面、
４５ａ　後側面差込片、
４６，５６　下面、
４６ｂ　下面差込片、
５０　台座部、
５１ｂ　フラップ、
５２ａ　左側面フラップ、
５３ａ　右側面フラップ、
５４ａ　前側面差込片、
５５ａ　後側面差込片、
５６ａ　下面差込片、
５７　ヒンジ部
６０　台座補助部、
１１１ａ，１１１ｃ，１１１ｇ，１１１ｊ，１１２ａ，１１２ｉ，１１２ｊ，１４１ａ，
１４１ｂ，１４２ａ，１４２ｂ，１４３ａ，１４４ａ，１４５ａ，１４６ａ，１５１ａ，
１５１ｂ，１５２ａ，１５２ｂ，１５３ａ，１５４ａ，１５５ａ，１５６ａ，１６１ａ，
１６１ｂ　山折り線、
１１１ｂ，１１１ｄ，１１１ｆ，１１１ｈ，１１２ｂ，１１２ｃ，１１２ｄ，１１２ｆ，
１１２ｇ，１１２ｈ，１３１ａ，１３１ｂ　谷折り線、
１１２ｅ　下端縁、
１３３ａ　左辺、
１３３ｂ　右辺
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【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月19日(2015.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部包装用容器と外部包装用容器を備えた包装用容器であって、
　前記内部包装用容器は、収納物の収納又は取り出しの少なくとも一方において開閉可能
な開閉収納体を有し、該開閉収納体が開かれた際に、該開閉収納体の開く範囲を制限する
制限手段を備えている
ことを特徴とする包装用容器。
【請求項２】
　前記外部包装用容器は、キャンドルスリーブとして形成されていることを特徴とする請
求項１に記載の包装用容器。
【請求項３】
　前記制限手段は、前記内部包装用容器の底部に備えられている
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の包装用容器。
【請求項４】
　前記制限手段は、傾斜された辺を有するフラップを備え、
　前記フラップを前記開閉収納体に装着して、前記傾斜された辺と前記開閉収納体とが係
合して該開閉収納体の開く範囲を制限する
ことを特徴とする請求項３に記載の包装用容器。
【請求項５】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開角度である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項６】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の回動する量である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項７】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開く位置である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項８】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開く距離である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項９】
　前記開閉収納体は、対向して配置される一対の第１及び第２の開閉収納体で構成される
ことを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれかに記載の包装用容器。
【請求項１０】
　前記開閉収納体の上部に、前記収納物の頂部保護手段を備えている
ことを特徴とする請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項１１】
　前記内部包装用容器は、頂部に上蓋部と、底部に台座部とを備え、
　前記上蓋部は、前記開閉収納体を係止して、該開閉収納体の閉じた状態を維持し、
　前記台座部は、前記内部包装用容器の底部に嵌装されて、前記収納物の底部を保護する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項１０のいずれか１項に記載の包装用容器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、本発明の包装用容器は、内部包装用容器と外部包装用容器
を備えた包装用容器であって、前記内部包装用容器は、収納物の収納又は取り出しの少な
くとも一方において開閉可能な開閉収納体を有し、該開閉収納体が開かれた際に、該開閉
収納体の開く範囲を制限する制限手段を備えていることを第１の特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明の包装用容器は、前記制限手段が、前記内部包装用容器の底部に備えられ
ている
ことを第３の特徴とする。
【手続補正書】
【提出日】平成27年7月23日(2015.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部包装用容器と外部包装用容器を備えた包装用容器であって、
　前記内部包装用容器は、収納物の収納又は取り出しの少なくとも一方において開閉可能
な開閉収納体を有し、該開閉収納体が開かれた際に、該開閉収納体の開く範囲を制限する
制限手段を備え、
　該制限手段は、前記内部包装用容器の底部に備えられ、傾斜された辺を有するフラップ
を備え、該フラップを前記開閉収納体に装着して、前記傾斜された辺と前記開閉収納体と
が係合して該開閉収納体の開く範囲を制限する
ことを特徴とする包装用容器。
【請求項２】
　内部包装用容器と外部包装用容器を備えた包装用容器であって、
　前記内部包装用容器は、収納物の収納又は取り出しの少なくとも一方において開閉可能
な開閉収納体を有し、該開閉収納体が開かれた際に、該開閉収納体の開く範囲を制限する
制限手段を備え、
　前記内部包装用容器は、頂部に上蓋部と、底部に台座部とを備え、
　前記上蓋部は、前記開閉収納体を係止して、該開閉収納体の閉じた状態を維持し、
　前記台座部は、前記内部包装用容器の底部に嵌装されて、前記収納物の底部を保護する
ことを特徴とする包装用容器。
【請求項３】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開角度である
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の包装用容器。
【請求項４】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の回動する量である
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の包装用容器。
【請求項５】
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　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開く位置である
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の包装用容器。
【請求項６】
　前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開く距離である
ことを特徴とする請請求項１又は請求項２に記載の包装用容器。
【請求項７】
　前記開閉収納体は、対向して配置される一対の第１及び第２の開閉収納体で構成される
ことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項８】
　前記開閉収納体の上部に、前記収納物の頂部保護手段を備えている
ことを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の包装用容器。
【請求項９】
　前記外部包装用容器は、キャンドルスリーブとして形成されていることを特徴とする請
求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の包装用容器。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、本発明の包装用容器は、内部包装用容器と外部包装用容器
を備えた包装用容器であって、前記内部包装用容器は、収納物の収納又は取り出しの少な
くとも一方において開閉可能な開閉収納体を有し、該開閉収納体が開かれた際に、該開閉
収納体の開く範囲を制限する制限手段を備え、該制限手段は、前記内部包装用容器の底部
に備えられ、傾斜された辺を有するフラップを備え、該フラップを前記開閉収納体に装着
して、前記傾斜された辺と前記開閉収納体とが係合して該開閉収納体の開く範囲を制限す
ることを第１の特徴とする。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の包装用容器は、内部包装用容器と外部包装用容器を備えた包装用容器で
あって、前記内部包装用容器は、収納物の収納又は取り出しの少なくとも一方において開
閉可能な開閉収納体を有し、該開閉収納体が開かれた際に、該開閉収納体の開く範囲を制
限する制限手段を備え、前記内部包装用容器は、頂部に上蓋部と、底部に台座部とを備え
、前記上蓋部は、前記開閉収納体を係止して、該開閉収納体の閉じた状態を維持し、前記
台座部は、前記内部包装用容器の底部に嵌装されて、前記収納物の底部を保護する
ことを第２の特徴とする。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開角度で
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あることを第３の特徴とする。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の回動する
量であることを第４の特徴とする。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開く位置
であることを第５の特徴とする。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体の開く範囲は、該開閉収納体の開く距離
であることを第６の特徴とする。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体が、対向して配置される一対の第１及び
第２の開閉収納体で構成されることを第７の特徴とする。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、本発明の包装用容器は、前記開閉収納体の上部に、前記収納物の頂部保護手段を
備えていることを第８の特徴とする。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８



(24) JP 2016-204002 A 2016.12.8

【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、本発明の包装用容器は、前記外部包装用容器は、キャンドルスリーブとして形成
されていることを第９の特徴とする。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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